
岡山連携中枢都市圏ビジョン 重要業績評価指標の状況（令和５年度）

連携分野 ◎ ○ △ × 合計

Ⅰ 圏域全体の経済成⻑のけん引 5 0 0 5 10

Ⅱ 高次の都市機能の集積・強化 1 0 ０ 2 3

Ⅲ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 15 7 0 2 24

計 21 7 0 9 37

【ＫＰＩ評価一覧】

■評価の基準
評価対象︓事業を実施しているもの
評価対象となる37のKPIについて、下記の4区分で評価
「◎︓⽬標値を達成」 「○︓⽬標値に達していないものの、基準値に対し、上昇」
「△︓⽬標値に達していないものの、基準値に対し、横ばい(変動率±0.5％の範囲内)」 「×︓⽬標値に達しておらず、基準値に対し、低下」

■41の事務事業のうち、事業に着手している34の事務事業について評価
■評価対象となる34事業の37のKPIのうち、約8割にあたる28のKPIで⽬標値を達成又は基準値に対し上昇
■一方で、アフターコロナの社会経済活動が本格的に動き始めた中で、コロナ前の水準に戻らないものもあり、9のKPIで低下

岡山連携中枢都市圏（８市５町）

岡山市、津山市、⽟野市、総社市、備前市、瀬⼾内市、⾚磐市、真庭市、和気町、早島町、久⽶南町、美咲町、吉備中央町

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

→⽬標の達成に向け、さらなる取組の深化が必要
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